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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・H28年1月21日に2回目の避難訓練実施予定。地震発生後の火災を想定。詳細は後日連絡する。
＜青明舎利用者様情報＞

・高柳　和子　様～12/9（水）定期訪問実施。体調について尋ねると、デイケアは利用したが12/5（土）と12/7(月)に頭痛がありリスパダールを服用したとのこと。すぐに良くならないが、翌朝には良くなっているため良いと話している。頭痛からイライラして眠れないこともあるが、そのような時はコタツに入り、テレビを観て過ごした後布団に入っているとのこと。運動不足を解消しようと思い「サンデー」へ行ったついでに「しまむら」まで足を延ばそうと思って歩いたが、疲れたため博物館あたりで戻ってきたと話している。困っていることは特にないとのこと。入浴について、デイケアのみでは足りないため、自宅でもシャワー浴を行っていると話している。正月の予定は、友人の（GH）古舘様と外出予定をたてようか考えていたと話す。自身の親族へは気を遣うとのことで、こちらから連絡はしていない事を話している。
・大久保　恒夫様～12/11（金）定期訪問実施。コタツに入り暖をとっている。話し口調は穏やか。通信販売の青汁は12/16（水）に届く予定とのこと。体調は良好で、夜は18時位に就寝し、4時位に起床すると話す。少し早めに覚醒した時は、テレビを消音にして観ていると話している。レシートを確認すると、食料品や飲料が主であり、特に無駄遣いはしていない、15日には年金も入るため大丈夫という。妻（律子様）が若いから時々、外に連れ出してあげないといけないと思っているとのこと。クリスマスには、よこまちストアからお寿司などを注文する予定にしていると話している。遣り繰りの範囲内で行うよう伝えている。
・大久保　律子様～12/11（金）定期訪問実施。寝間着姿で居間にて過ごしており、寝坊したと話している。体調は良いとのことで表情や口調は穏やかである。昨日は、夫（恒夫様）と一緒に遊びに出掛けて来たと話されており、気分転換できたとのこと。現在は生活で困っていることはないと話している。
・北村　奈美　様～12/11（金）本人より愚痴を聞いて欲しいとのことで電話あり。「ちょっと待って下さい。電話の時間10分ですよね。今時間確認しますね」と時間を遵守している。母のことで悩んでいると話し、今一緒に貸家に住んでいるが、喧嘩をして疲れ切っている状態であるとのこと。一日中自宅に居ることが多いと話すため、気分転換を目的として少しの間でも外出するのも方法の一つであることを提案し「時間がある時にやってみます」と話している。
・青木　紀子　様～12/13（土）チョコクッキーの利用を開始し、12/8（火）と10（木）と利用してきたが始めたばかりなので戸惑うことも多いと話している。これから徐々に慣れていけばよいと考えているとのこと。生活リズムは就労するようになってもこれまでとあまり変化もなく、問題なく通えていると話している。1～2ヶ月現状を維持し、慣れてきたら利用日を週2回から増やしていきたいとのこと。年末年始の予定は、チョコクッキーを12/31（木）まで利用し、1/1（金）～3（日）までを実家で過ごすとのこと。来年には交際相手(東海林康之様)と入籍したいと考えていて、1/2（土）に本人の家族と東海林様を会わせる予定。1/2（土）に会うことを親は了承したが、その前に青木様だけで実家へ帰省するよう言われ、12/19（火）に行ってくるという。「何を言われるのか、緊張します。」と話している。現在本人が借りているアパートは3/31で引き払い、東海林様のアパートへ引っ越す予定とのこと。市役所へ行き、引っ越した後の生保の受給について聞いて来たところ、家賃の3万円程度が引かれるだけで現在とあまり変わらないと言われたとのこと。訪問中、本人の携帯電話へ根地戸恵様から着信があるが「聞こえないふり」と話し電話に出ていない。現在も毎日着信があるが、根地戸様と関わると疲れてしまうのでなるべく関わらないようにしているとのこと。
・東海林　康之様～12/13（土）定期訪問実施。体調は変わりないとのこと。就労継続支援B型事業所「ラボーロ」での就労について聞くと、「もう9か月になります。スタッフも他の利用者も良い人ばかりだし順調です」「あまり稼ぎ過ぎても引かれちゃうので。適当にやってますよ」と笑顔で話している。年末年始では、1/2（土）に交際相手(青木紀子様)の家族へ挨拶に行く予定で、来年には入籍したいと考えているとのこと。そのことを娘に伝えたところ、絶縁すると言われショックだったと話しているため傾聴して対応している。出納帳を確認すると、食糧品を購入するのみで大きな出費は見られない。食事に関してもなるべく節約していると話しているため評価している。

＜グループホーム入居者様情報＞

・繁名　和恵　様～風邪気味で当院でPL顆粒処方となっている。12/9（水）9：15青明舎に入電。当院問診時に、担当医に更年期障害であるか聞く為、麻美レディースクリニックは受診しないと話し、最近の体調の悪さや生理中の出血量のこともある為、受診を勧めるが拒否。自分の身体の不調は風邪を引いている為であると、世話人に強く主張している。その為、担当医には最近の体調不良について話すように促している。デイケアには行くと話し電話を切っていたがまたすぐに入電。デイケアスタッフに麻美レディースクリニックの受診を強く勧められた為、麻美レディースクリニック受診している。

受診結果は、血液検査を行い特に数値的には問題ないとの事。婦人科医の質問には適切な答えが出来ておらず、世話人が時折言い直すことや、今現在の身体の状況も、世話人が誘導しないと伝えることができていない為、時折介入している。婦人科医へは、発汗やのぼせ、イライラや動悸などを訴えていた為、漢方薬（加味逍遥散）が1日3回14日分で処方となり、2週間後再度受診するように言われている。
・船場　幸子　様～時折、排便についての訴えがあり、確認すると「まだありません。今朝、コーヒーに牛乳を入れたものを3杯飲んだり、ご飯も多めに食べるようにしていました」と話す。排便を誘発する時は良いが、水分補給時はコーヒーをなるべく控え、水を飲むよう説明している。食事も、摂りすぎは体重増加につながる為、多く摂らないよう説明している。問診時に排便について相談するよう促し、シンラック液処方となったと話される。
・田中　一　　様～睡眠時間について「眠れました」「眠れません。浅眠です」と不安定な状態だと話す。頓服薬は服用しないようにしているとのこと。
・中村　茂　　様～体調は、「力強さが無い。」と話している。世話人が力強さということは、普通ということか聞くと「うーーん。」と下を向いている。日曜日に散髪されたとの事で、さっぱりしている。いくらかふくよかみ見えた為、最近体重が増えたか聞くと、73kgになったとの事。青南病院を退院してから少しずつ体重が増えていると話している。デイナイトケアから帰ってから間食しているか聞くと、スナック菓子4個パックのものを、一袋ずつ、クッキーを数枚食べているとの事。デイケアでも、最近太った？とよく聞かれるとの事で間食の摂り過ぎに注意するように話している。

・下妻　康貴　様～少し前から腰痛があったが、左膝もチクチクと痛むようになったと話している。火曜日の受診時に、担当医へ腰痛は相談し、湿布が処方されているとの事。ナイトケアでも、相談してきたと話している。左膝に体重がかかると痛むと話している。
・番沢　政勝　様～昨日鹿内内科受診し、内科医から風邪は良くなっていると言われ、薬の処方はなかったとの事。
・古舘　ヨリ　様～世話人に両耳たぶを見せて「ここがプクッとなってるでしょう。痒いと思って掻いたらこうなったのよ。」と話している。デイケアで相談するように話している。
・藤村　翔　　様～青明舎の食事サービスについて、毎週金曜日に昼食を発注していたが、今度からその日は自炊することにしたと話されている。12/23（水）はこころすこやか財団のもちつき大会に参加し、お雑煮2杯とおでんを食べるつもりにしているとのこと。当日は問診もあるが、もちつき大会に参加したいため、予定時間を早めて貰ったと話される。

＜利用者様情報＞

・高橋　洋子　様～長女様へ電話連絡し状況を確認。一命を取りとめたものの､意識は回復せず､気管切開を行い酸素療法を行い延命維持している状況。長女様の話を傾聴し､今後何かあれば連絡いただけることとなっている。長女様へも説明し､明日主治医出勤時に状況報告を行い､確認した上でデイケア中断の手続きを取っていく。

・木村　美智子様～2度目のデイケア体験利用を実施。映画鑑賞を行い､集中して映画を鑑賞している。映画が終了すると､｢映画も終わったので､帰ります｣等と話し､職員の送迎にて帰院している。表情も良く､不調そうな訴えなく過ごすことが出来ている。

・川村　享　　様～12/11（金）頭痛でデイケア欠席している。状況確認すると症状は頭痛の他に首の痺れがあったとのこと。本日は「大丈夫です」と話しており、不調の訴えや様子もない。午後のプログラムへも参加しており､他利用者と笑顔で交流する姿も認められ､不調もなく過ごすことが出来ている。

・鈴木　惇浩　様～就労に関して面談を実施。ハローワークへの登録が済んでいないとのことで､診断書の有効期限について説明し､早めに登録するよう伝えている。また､希望している就労継続支援A型施設の空きがない為､就労移行支援の利用からのステップアップについて説明すると､本人としても｢街中にある『ぴあみなと』に興味があって｣等と自分なりに調べている様子。自分で電話連絡し､確認することを勧め､確認後に再度面談することとしている。

・千葉　輝夫　様～本日、SGMが担当医へ最近の利用状況について情報提供を行っている。息子様が希望していた認知症の検査については、今後介護保険の申請等で必要となるため、早急に行う必要はないことをアドバイス受けている。また、デイナイトケア利用日に、天候不良のためか自宅から出てこない事やバスに乗り遅れたりする件については、息子様は本人がデイナイトケアを利用開始してから「イキイキとしているようだ」と話している事から、現在の息子様の電話での誘導を継続していくこととする。本人の所在が確認できない時は、第一に本人の携帯電話へ連絡、それでも対応が困難な時は息子様へ連絡するよう対応を統一していく。

・鈴木　真知子様～12/13（日）スタッフに無断で出掛けられ、青山荘方向まで歩いている。声をかけると「散歩に行きたく」と話していると情報提供ある。本日は、プログラムに参加でき、所在確認も出来ている。
・倉橋　生子　様～12/13（日）易怒的に「ホールが暑い！」と不機嫌な発言聞かれている。また、イライラした様子が見られており、声高に放歌されていると情報提供ある。本日来所時、他者の会話中に割り込んで話される為、少し待ってから話すようスタッフに注意を受けているが不機嫌となることはない。その後、プログラムには、表情良く取り組まれている。今後も様子観察していく。
＜外来情報＞

・北村　奈美　様～次回より、水曜日の田名部Drへと変更となっている。

・若松　健一　様～胸が苦しいとの訴えあり、心電図検査施行。「乳首が痛い」との訴えもあり、セット3、CRP、プロラクチン検査実施。

カンファレンスシート（　中村　与一郎　様）

実施日：H27年12月14日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：三浦・戸賀沢・藤田

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	中村　与一郎様
	性別
	男
	年齢
	39
	生年月日
	S51年2月25日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	① 基本的生活習慣病の習得② 身体機能の維持・向上

③ 対人関係の改善　　　　④ 作業能力・持続性の向上

⑤ 病識を見に付ける

	本人希望
	単身生活をしたい

	家族希望
	

	入院歴
	計2回（最終：　H10年9月　日～　H11年8月　日）むつ総合病院

	通所歴
	　1回目

· 前回：H14年9月11日～H24年3月30日(デイナイトケア)

· 今回：H24年4月2日～現在(デイケア)

（週5回⇒H25年11月～週3回/月・火・金曜日⇒H27年7月～

週2回/月・金⇒H27年12月～週1回/月）

	その他サービス利用
	青明舎・青山荘(食事)

	住居：グループホームあおば
	家族構成　
・両親は共に平成4年より十和田済生会病院精神科へ入院中で、今後も退院の目処が立っていない。両親の入院により16歳から一人暮らしをし、同じ村内に住む叔父が援助してくれている。

・弟様は、各地を転々としている様子で本人との交流はない。


[image: image1]

	利用制度
	精神保健福祉手帳2級
	・障害基礎年金2級
・生活保護
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）
医療区分：国保　　　　　重度医療：無

自立支援医療：有

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①環境の変化により、病状を崩さないようにする。(H26.11月～うみねこ幸房利用開始)
	①生活習慣および生活リズムの獲得。(疾病・服薬・健康管理)
	①生活に支障がでたり、病状変化に気付いた際は相談する。
	①環境変化に弱い面がある為、対応できない事は相談する。

	②自分にあったステップアップを踏み､就労を目指す。
	②自分の能力や希望に見合った､目標や段階を検討することが出来る。
	②自分の能力を把握することが出来る。
	②就労移行支援｢うみねこ幸房｣での作業状況に対する振り返りを実施し､本人の能力について把握していく。

	③他者と適度な距離を取れるようになる。
	③他者と交流する際､距離間を考えながら接することが出来る。
	③距離が近すぎる場合､職員に指摘される等によって､気付くことが出来る。
	③他者と距離が近い場合､職員は本人へ伝える。本人は職員と振り返り､どういう距離の取り方が望ましいか考える。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①生活に支障がでたり、病状変化に気付いた際は相談する。
	・環境の変化に弱い面があり、病状へ影響があることは本人も自覚している。
　また、緊張が強いと、焦って動きが止まってしまうことがある。最近、強い緊張はみられない。

・大きな病状変化もなく、生活リズムに乱れは見られず、服薬管理も出来ている。
・うみねこ幸房利用日は平成25年11月の開始時は週2回だったが、平成27年7月より週3回、12月からは週4回となっている。作業内容により腰痛等の訴えも聞かれることもあるが、持続する事はなく、12月から利用日が増え、疲労感を訴えることもあったが、仕事を休む事はない。
・うみねこ幸房とデイケアは利用継続できている。デイケアでは休息も兼ね、ゆっくり過ごす時間を持つことができている。デイケアという慣れた環境の中にいることで、体調や気持ちのバランスが取れている様子。
	現在はうみねこ幸房という環境に慣れてきているため問題はない。今後、うみねこ幸房の利用日を増やしていく辺り、本人のペースに合わせて徐々に移行していく必要がある。計画継続。



	②自分の能力を把握することが出来る。
	・H25.4月からグループホームあおば入居。
・GHでの困った事、相談は出来ている。くつろげる時間が増え、外出も自由で生活は楽しいと話す。週末は友人と外出し、色々なイベントへ出掛けている。
・生活リズムに乱れはなく、新しい生活にも慣れてきている様子が窺える。

・H25.1月から週2回、H27.7月から週3回、12月から週4回のうみねこ幸房利用。

・仕事の疲労感は通所利用時には見せないが、仕事で大変だったことがあるとスタッフに報告している。
	GHに入ってから行動範囲も広がり他者との交流も増えている。GHの環境は慣れてきた様子。今後は、うみねこ幸房での仕事を中心に、色々な場面での対処や判断が身に付くよう必要時はアドバイスし地域生活を継続していけるよう支援していく。

	③距離が近すぎる場合､職員に指摘される等によって､気付くことが出来る。
	・うみねこ幸房での対人トラブルを話すことはあったが、スタッフへ相談するなど対処、解決出来ている。以後、トラブルの相談はない。

・デイケアの仲の良い利用者とトラブルがあり決別している。

・最近、交際相手が出来たとのことで、年末年始は一緒に出掛ける予定とのこと。
	現在の、本人周辺の対人関係が落ち着いており、相手を傷つけるような行動はみられない。交際相手との関係にも注意していく。



【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①環境の変化により、病状を崩さないようにする。
	①生活習慣および生活リズムの獲得。(疾病・服薬・健康管理)
	①生活に支障がでたり、病状変化に気付いた際は相談する。
	①環境変化に弱い面がある為、対応できない事は相談する。スタッフは、相談された際は本人と一緒に対処法を考えていく。

	②自分にあったステップアップを踏み､就労を目指す。
	②自分の能力や希望に見合った､目標や段階を検討することが出来る。
	②自分の能力を把握することが出来る。
	②就労移行支援｢うみねこ幸房｣での作業状況に対する振り返りを行う。スタッフは、本人の能力について把握し、段階を踏んでステップアップするよう促す。

	③他者と適度な距離を取れるようになる。
	③他者と交流する際､距離間を考えながら接することが出来る。
	③距離が近すぎる場合､スタッフに指摘される等によって､気付くことが出来る。
	③他者と距離が近いか確認する。近い場合はスタッフと振り返り､どういう距離の取り方が望ましいか考える。
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